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【系・分野、研究科・教室主催の行事】
4月 5日 ：大学院ガイダンス（大学院）
4月 5日 ：社会調査士ガイダンス（学部・大学院）
6月 2日 ：修士論文中間報告会（大学院博士前期課程2年対象）
10月 27日，11月9日：社会学分野所属決定ガイダンス（学部）
12月 1日 ：修士論文中間報告会（大学院博士前期課程1年対象）
1月 26日 ：修士論文口頭試問（大学院博士前期課程）
2月 22日 ：分野選抜試験（学部）
3月 20日 ：卒業祝賀会（学部・大学院）
【学生・大学院生主催の行事】
4月	5日	：新2年生ガイダンス（学部）
4月	5日	：社会学自治会（学部）
4月	5日	：新入生歓迎コンパ（学部）
4月	21日	：新入生歓迎コンパ（大学院）
2月	（未定）：卒論発表会（学部）
社会学教室／社会学分野
学事日程（2016 年度）
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【卒業論文】氏名 , 題目（指導教員 , 学修番号）
落合めぐみ，地域の教育の多様な実践に関する研究（中尾，12152002）
寺田絢香，社会学は人生相談をどう分析してきたか　1960年代から現代まで
（左古，12152115）
関塚光一郎，女性向けアニメーション「ユーリ!!! On ICE」の登場人物にみる男
性性のあり方のオルタナティブの可能性の検討―ホモソーシャル理論を
軸として（不破，12152263）
佐藤明日香，労働に関する意識の男女差（不破，13152062）
村上海人，子どもの貧困とそれに対する社会認識（丹野，13152082）
野澤栄樹，自らの体型に対して抱く意識の男女差（不破，13152116）
春木健作，人間の知性の行方―情報技術はわれわれを自由にするのか（丹野，
13152126）
奥谷聖二，イギリスの欧州連合離脱の原因とその影響について（丹野，
13152135）
鳥海智司，大都市周辺の過疎農山村における移住の実態について（山下，
13152161）
本田萌，企業城下町の発展と課題（玉野，13152167）
辛島明日美，シェアリング・エコノミー―民泊を例に考察する現状と将来（玉
野，13152209）
佐藤幸太朗，人口の東京一極集中の現状と未来（玉野，13152227）
早川健太，語りから見る「他出者」と地域社会―東京都西多摩郡檜原村の湯
久保獅子舞より（山下，13152263）
岸上真代，日本における学歴同類婚の再検討―高学歴同類婚と非高学歴同類
婚の所得格差に着目して（中尾，13152287）
上市愛，「ゆとり世代」と呼ばれる現代若者への評価と真の姿（玉野，
13152305）
学位論文一覧（2016 年度）
116 学位論文一覧（2016年度）
森尚之，日本における外国人労働者問題―サービス業で働く外国人労働者を
事例に考える（丹野，13152332）
鈴木正和，労働環境と出生意欲の関係（不破，13152354）
【修士論文】氏名 , 題目（指導教員 , 学修番号）
吉田直樹，きょうだいと子供の学力―きょうだい構成と性別に注目して（中
尾，14858110）
韋麗思，現代内モンゴルにおけるモンゴル族のアイデンティティの変容とメ
ディアの役割（玉野，14858116）
藤井淳史，対等性と権利としての社会保障（左古，15858101）
柳下実，「生活時間の組み立て・やりくり」を通したジェンダー不平等の検討（不
破，15858105）
花形優一郎，コンテンツが結びつく場とその社会学的意義―アニメ産業を中
心に（玉野，15858105）
何夢瑩，中国農村部「留守高齢者」の生活実態と支援策に関する研究―江西
省上饒市余幹県三塘郷劉家村を事例として（和田，15858106）
袁金菊，寄宿制学校から見る中国の留守児童問題の研究―湖南省S市の事例
を中心に（不破，15858107）
王春妹，中国における「剰女」現象についての考察―ジェンダー視点から見
る（不破，15858109）
劉倬帆，ギデンズの構造化理論に関する批判的再検討（左古，15858110）
段高恒，中国における創造都市戦略の展開についての考察（玉野，15858112）
【博士論文】氏名（所属）, 題目（主査 , 副査 , 副査）
打越正行（社会理論・動態研究所），沖縄の下層社会と〈地元〉の社会学―下
層労働の再生産と下層若者文化の再編（丹野，宮台，玉野）
小山弘美（東洋大学社会学部），自治と協働からみたコミュニティ論の位相―
世田谷区住民活動を事例として（玉野，和田，山下）
横山麻衣（千葉大学子どものこころの発達教育研究センター），性暴力と社会関
係―個人化される困難と専門家支配を超えて（江原，玉野，丹野）
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江原　由美子　EHARA, Yumiko
【論文】
江原由美子，2016，「第三次男女共同参画基本計画と第4次男女共同参画基本計
画の比較−学術・科学技術政策について」『学術の動向』日本学術協力財団
2016年10月号 : 38-41．
江原由美子，2016，「社会学を基盤にした新しい専門職？」『理論と方法』31
（2）:318-21.
【学会等報告】
江原由美子，2016，「少子社会対策と医療・ジェンダー―「卵子の老化」が問
題になる社会を考える」コメンテーター，日本学術会議社会学委員ジェン
ダー研究部会（日本学術会議講堂，2016年6月18日）
江原由美子，2016，「社会学から見た家族」国際人権法学会第28回研究大会報
告（法政大学，2016年11月12日）
【その他の活動】
（1） スクリプナー思想史事典（2016年4月刊行）翻訳刊行委員会委員
（2） 日本学術会議連携会員（2014〜）
（3） 横浜市男女共同参画審議会会長（2015〜）
（4） 八王子市男女共同参画推進会議座長（2013〜）
社会学分野スタッフの研究業績・年間活動
（2016 年度）
書籍・論文・学会発表・講演・その他の研究教育活動など
（予定および刊行決定を含む）
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不破　麻紀子　FUWA, Makiko
【論文】
不破麻紀子・柳下実，2016，「未婚女性の学歴と結婚への関心：『結婚してもし
なくてもよい』に着目して」『理論と方法』31（2）: 226-239.
柳下実・不破麻紀子，2016，「順序変数を従属変数とする回帰モデルの検討： 学
歴と結婚意欲の関係は線形か？」『東京大学社会科学研究所パネル調査プ
ロジェクトディスカッションペーパーシリーズ』96: 3-19.
【著書】
不破麻紀子，2016，「家計生産のガバナンスと社会の均衡―家事分担に関する
妻の選好を例に」『ガバナンスを問い直すII』東京大学出版会 :1–28.（分担執
筆）
【学会等報告】
Fuwa, Makiko, 2016, “The Division of Housework among Female Managers in Japan” 
Annual Meeting of the American Sociological Association, Seattle, WA 2016年8
月21日
Kuniko Ishiguro and Fuwa, Makiko 2016, “Childbirth, Child-rearing and Women’s 
Career Advancement: Case of Japan” Work, Employment and society, England, 
University of Leeds, 2016年9月8日
不破麻紀子・柳下実，2016，「パートナー関係の形成による家事頻度の個人内変
化」家族社会学会第26回大会報告（早稲田大学，2016年9月11日）
不破麻紀子・柳下実，2016，「既婚から離死別への移行が家事頻度に及ぼす影響」
二次分析研究会課題公募型研究「若年・壮年層における家族と格差の連鎖・
蓄積に関する研究」（東京大学社会科学研究所，2016年11月12日）
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栗山　正光　KURIYAMA, Masamitsu
【論文】
栗山正光 , 2016, 「日本の大学生の読書を中心とした情報行動をめぐる状況」『大
学図書館研究』105（掲載予定）．
栗山正光 , 2016, 「今そこにあるオープンアクセス第17回　オープンアクセス・
リポジトリとSNSの違いは何か？」『月刊DRF』74: 6.
栗山正光 , 2016, 「今そこにあるオープンアクセス第18回　科学界のロビン・
フッド現わる？」『月刊DRF』76: 4.
栗山正光 , 2016, 「今そこにあるオープンアクセス第19回　誰が学術論文の違法
コピーを利用しているのか？」『月刊DRF』78: 4.
栗山正光 , 2016, 「今そこにあるオープンアクセス第20回　今月の馬鹿げた特
許？」『月刊DRF』81: 4.
栗山正光 , 2016, 「今そこにあるオープンアクセス第21回　ポインダーの懐疑」
『月刊DRF』83: 8.
【学会等報告】
栗山正光,	2016,	「大学図書館における電子版マンガ提供の試み―首都大学東京
の事例―」日本図書館情報学会2016年春季研究集会,	白百合女子大学,	
2016年5月28日.
栗山正光,	2016,	「学術論文違法共有サイトへの日本からのアクセス状況―Sci-
Hubの公開ログ・データを元にして―」日本図書館情報学会第64回研究大
会,	天理大学,	2016年11月12日.
【その他の活動】
2016年度JLA中堅職員ステップアップ研修（2）「情報技術と図書館」講師 , 日本
図書館協会 , 2016年7月11日 .
『映画アーカイブにおける映像データの長期保存システムの調査研究委託事業』
研究会 , 東京国立近代美術館フィルムセンター , 2016年8月24日 , 10月6日 , 
11月24日 , 12月2日 , 12月16日
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宮臺　眞司　MIYADAI, Shinji
【次年度以降に掲載予定】
中川　薫　NAKAGAWA, Kaoru
【論文】
中川　薫・山本美智代・大久保嘉子・米山　明・加藤久美子 , 2016, 「首都圏在住
の重症新障害児者の家族がもつ防災意識―福祉避難所の認知度，避難意識，
避難所生活への要望―」『小児保健研究』75（5）: 621-628．
山本美智代・中川　薫・加藤久美子・大久保嘉子・米山　明 , 2016, 「東日本大震
災発生時の首都圏での外来看護師長の働き―身体や知的に障害のある人の
看護に焦点をあてて―」『小児保健研究』75（5）: 586-593．
中尾　啓子　NAKAO, Keiko
【学会等報告】
Nakao.Keiko, Hayashi.Takuya, Wakita.Aya, Saitoh.Yuya, 2016, ”Trends in the Effect 
of Education on Occupational Attainment in Japan” The 111th Annual Meeting of 
the American Sociological Association. Aug 20-23, Seattle.
【その他の活動】
社会行動学専攻長
左古　輝人　SAKO, Teruhito
【学会等報告】
Sako, Teruhito, 2016, “The Term ‘Gender’ in Japanese Public Debates from 1980s to 
the Present: A Text-mining Analysis”, The Interium Meeting, Research Committee 
8 （History of Sociology） of the International Sociological Association,  The 
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University of Warsaw （Poland）, July 6-8, 2016.
左古輝人，2016「90年代後半以降の日本における語句「ジェンダー」」，知識・科
学（2）（テキストマイニング），第89回日本社会学会大会（於九州大学，
2016年10月9日）
Sako,Teruhito，2016， “Translating Utopia in Japanese”, Translating Utopia, 
Organisers:Cathy Shrank and Phil Withington, Funded by The Leverhulme Trust 
andBritish Academy, The University of Shefﬁeld（UK）, December 15-16, 2016.
玉野　和志　TAMANO, Kazushi
【著書・報告書】
玉野和志編，2016,『ブリッジブック社会学　第2版』，信山社
『都市分析の基礎統計単位設定に関する方法的検討』，2013年度〜 2015年度科
学研究費補助金（基盤研究C）研究成果報告書，研究代表者　玉野和志
【書評】
玉野和志 , 2016, 「赤枝尚樹著『現代日本における都市メカニズム──都市の計
量社会学──』」『ソシオロジ』61（2）: 139-142．
【学会等報告】
Kazushi Tamano, 2016, Tokyo’s Economic Development Policy: A Comparative 
Perspective. TMU-TSU Joint Symposium 2016 Session I: Urban Sociology & 
Urban Planning, Monday, 16 May 2016.
Kazushi Tamano, Globalisation and Regionalisation in Japan: The Dominant Power of 
Central Government Administration. Urban Research Symposium. ETH Zurich, 
Thursday, 19 May 2016.
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丹野　清人　TANNO, Kiyoto
【論文】
丹野清人 , 2016, 「LGBT外国人と退去強制の社会学」『人文学報』512（1）: １−
28．
丹野清人，2016，「川崎からヘイトスピーチ問題を考える」『月刊　社会民主』，
736: 52−55．
TANNO Kiyoto, 2016, “Perspective on the Problems of Foreign Labor: Enacting 
Employment Policies That Encourage Long-Term Residence ― Improvements in 
Ability Development and Handling are Essential”, Japan Foreign Policy Forum 
Discuss Japan
 （http://www.japanpolicyforum.jp/archives/economy/pt20161015015734.html）
丹野清人，2016，”外国人労働者問題的視点 ―制定促進長期居住的雇用政策 需
要実施能力開発　及進行改善処理”　政策意見同上交流平台，日本外交政
策宣伝
 （http://www.cn.japanpolicyforum.jp/archives/economy/pt20161129062503.html）
丹野清人・山崎好裕，2016「移民」，マルサス学会編『マルサス人口論事典』昭
和堂 : 31-32．
丹野清人，2016，「書評　上林千恵子著『外国人労働者受け入れと日本社会』」，『社
会学評論』64（4）: 555-557.
丹野清人，2016，”ハルモニには『語るだけの人生』がある」川崎市ふれあい館
トラヂ会・ウリマダン編『トラヂ会ミニ文化祭記録集：歌い・踊り・語るマ
ダン（広場）劇　「故郷の春（コヒャン　エ　ポム）」』ふれあい館トラヂ会・
ウリマダン，32頁．
【著書】
北川由紀彦・丹野清人，2016，『移動と定住の社会学』放送大学教育振興会，（2章，
3章，4章，5章，6章，7章，8章）20−137．
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【学会等報告】
TANNO Kiyoto, 2016, “LGBT Foreign National and Sociology of Deportation in 
Japan”, XI Congresso Internacional de Estudos Japoneses no Brasil / XXIV 
Encontro Nacional de Professores Universitários de Língua, Literatura e Cultura 
Japonesa, Universidade Federal Amazonas de Manaus, 22 de Septembro de 2016.
丹野清人，2016，「法的制度と社会の本音のはざまでもがく外国人労働者」，第
　28回日本労働社会学会シンポジウム『人口減少下の労働社会』，（於法政
大学，2016年10月30日）
【その他の活動】
（1） 丹野清人，2016，「外国人労働者問題の視点（下）長期定住促す雇用政策を」
日本経済新聞「経済教室」6月23日付朝刊．
（2） 丹野清人，2016，「日本の外国人労働者問題」大和総研理事会講演，於：大
和総研本社，2016年7月8日．
（3） 丹野清人，2016，「外国人労働者が日本に来てくれなくなる：人材のグロー
バル争奪競争の幕開け」日本政策金融公庫オホーツクセミナー，於：北見
文化芸術センター，2016年11月24日
和田　清美　WADA, Kiyomi
【論文，その他】
和田清美，2016，「日本社區区形成・造街的展開與現在」『台湾文献』67（2），國
史台湾文献館，101-131．【査読あり】
和田清美・魯ゼウォン，2017年，「地方創生と地域資源―山口県下関市の事例
研究」『都市政策研究』10，首都大学東京都市教養学部都市政策コース，15-
39.
和田清美，2017，「台湾の社區規劃師制度」『コミュニティ事典』春風社，22-23.
（2017年3月刊行予定）
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【学会，講演会等】
和田清美 , 2016，「日本社區建設・城市開発的展開興現状」『中日文学與文化交往
対話国際学術検討会』（中国雲南大学開催2016年9月10日） 
和田清美，2016，「コミュニティから考えるまちづくり」『まちづくりシンポジ
ウムー明日も立川が輝くためにー』（東京都立川市開催2016年8月4日）
【調査報告書】
和田清美編，2017年，『コミュニティ形成・まちづくりの現代的位相』首都大学
東京都市教養学部和田研究室
【その他】
（1）八王子市消費生活審議会会長（2012年〜）
（2）八王子市社会福祉審議会地域福祉専門分科会会長（2017年〜）
（3）多摩市第六期自治推進委員会委員長（2016年〜）
（4）東村山市総合計画策定審議会会長（2016年〜）
（5）練馬区立学校の適正規模・適正配置検討委員会委員（2016年〜）
（6）羽村市長期総合計画審議会委員（2016年11月終了）
山下　祐介　YAMASHITA, Yusuke
【論文】
山下祐介，2016，「東日本大震災・福島第一原発事故の復興政策と住民―コミュ
ニティ災害からの回復と政策」『人文学報』512（1）: 111−138． 
山下祐介，2016，「震災復興と地方創生　自由と競争のはざまで生じている政
治についての社会学的分析」『社会分析』日本社会分析学会，43: 7−24． 
山下祐介，2016，「六年目からの原発避難政策へ　あるべき道はどこに見いだ
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